
古
文
字
學
硏
究
文
獻
提
要

一
四
四

藤
枝
晃
著
『

字
の

化
史
』（
講
談
社
學
術

庫
、
一
九
九
九
年
）

本
書
は
一
九
六
七
年
―
六
八
年
に
『
日
本
美
術
工
藝
』
誌
に
『

字
の
生
い
立

ち
』
の
題
で
連
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
一
九
七
一
年
に
岩
波
書
店
よ
り
單
行
本

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
九
一
年
に
岩
波
書
店
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

と
し
て
再
刊
さ
れ
た
。
講
談
社
學
術

庫
版
は
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
版
を
底
本

と
し
て
い
る
。
ま
た
『
漢
字
的

化
史
』
の
題
で
中

版
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

著
者
の
藤
枝
晃
（
一
九
一
一
―
一
九
九
八
年
）
は
京
都
大
學
人

科
學
硏
究
所
に

所
屬
し
、
居
延
漢
簡
や
敦
煌

書
な
ど
の
硏
究
に
從
事
し
て
き
た
。

本
書
の
本
編
は
、「
殷
人
の
繪

字
」「
神
々
と
の
對
話
」「
饕
餮
の
背
面
」「
皇

帝
の

字
」「
政
治
の

字
」「
印
章
」「
絹
」「
紙
の
出
現
」「
卷
物
の
尊
嚴
」「
古

書
」「
新
し
い
書
物
の
か
た
ち
」「
漢
字
の
周
邊
」「
印
刷
の
始
ま
り
」「
不
滅
へ

の
願
い
」「
木
版
印
刷
」「
活
版
印
刷
」
の
全
一
六
章
か
ら
な
る
。

著
者
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
書
道
史
で
な
い
書
の
歷
史
、

字
の
か
た
ち
だ
け
に
片
寄
ら
な
い

字
の
歷
史
と
言
っ
た
よ
う
な
も
の
を
見
出
せ

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
發
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
殷
代
の
甲
骨
か
ら

始
ま
っ
て
靑
銅
器
・
木
簡
・
帛
書
・
紙
・
石
碑
と
い
っ
た
書
寫
材
料
や
、
卷
子

本
・
册
子
本
と
い
っ
た
書
物
の
形
態
の
變
遷
に
注
目
す
る
。
ま
た
殷
代
に
は
王
が

神
を
祀
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
「
神
の

字
」
で
あ
っ
た
漢
字
が
、
秦
以
後
、
臣

下
が
皇
帝
の
た
め
の
仕
事
を
行
う
の
に
使
用
さ
れ
る
「
政
治
の

字
」
と
な
り
、

そ
し
て
五
代
・
宋
以
後
の
印
刷
技
術
の
發
明
と
書
物
の
普
及
に
よ
り
「
萬
人
の
も

の
」
と
な
っ
て
い
く
過
程
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
漢
字
が
ど
の
よ

う
に
書
か
れ
て
き
た
か
、
扱
わ
れ
て
き
た
か
と
い
う
漢
字
を
め
ぐ
る

化
の
變
遷

を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、『

字
の

化
史
』
の
題
に
ふ
さ
わ
し
い
內
容
と
な
っ

て
い
る
。

本
書
で
は
甲
骨

・
金

の
圖
版
に
通
常
よ
く
使
わ
れ
る
拓
本
だ
け
で
は
な

く
、
可
能
な
限
り
實
物
の
甲
骨
や
靑
銅
器
の
寫
眞
も
使
用
す
る
と
い
う
試
み
を
意

識
的
に
行
っ
て
い
る
。
甲
骨
や
靑
銅
器
の
實
物
の
寫
眞
の
效
用
は
近
年
に
な
っ
て

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
事
項
で
、
本
書
の
初
版
當
時
に
は
か
な
り
斬
新

な
試
み
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
甲
骨

・
金

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
漢

代
の
木
簡
や
明
淸
時
代
の
檔
案
資
料
の
よ
う
な
古

書
で
は
な
い
と
は
言
い
切
れ

な
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
甲
骨

・
金

の

書
と
し
て

の
側
面
も
や
は
り
近
年
に
な
っ
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
事
項
で
あ

る
。
本
書
は
こ
の
よ
う
に
現
在
の
硏
究
水
準
で
も
通
用
す
る
視
點
を
具
え
て
い

る
。

（
佐
藤
信
彌
）


